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こゝに記載 した内容は著者がかってパプアニューギニア (以f PNG と略記載する)を三度にわた り

(1972,1975,1981)現地調査を行ない知 り得た事柄を中心として構成されている｡ 当初この内容は所内用

に的試し,配布したものであるが, こ｣に改めて資料として公刊することとした｡ さきに配布 した時期

(1981)より十余年を経ているので,経済 ･社会状況も変 り昔のま でゝはないのでその関係分は新たに書き

直しておいた｡

第--一部は一般的な商業木を中心に紹介したもので結果として広葉樹の記載が多い｡

第二部はマングp-ブを取上げ,その分布生態,利用に至る面に触れたが,未だマングローブ植物の紹介

の域を出ないかも知れない｡

第 1部 パプアニューギニア材

はじめに 日本の1.4倍の国土面積 (46万2千 km2)を有するパブ7ニュ-ギニアは本島部と島峡部にわ

けて認識されるが,共に優良な熱帯林がみられ,有用材の蓄積も伐採に採算可能な 50m3/haを上廻る地域

が多い｡

多くの日系資本が導入され,伐採 ･開発が行なわれたが, こ 暫ゝらくは企業の撤退が進み現在も残ってい

るのは JANT (本州製紙系, マダン)と 日商岩井 (ホスキンス)の両企業ぐらいとみられている｡撤退の

理由としては幾つかの原因が挙げられるが,商策上不成立に終る商談が増え,中間経費の増大,治安の不良

化等がこれに関連づけられるとみられている｡ こ でゝは最近の資料が入手し難 くなった為,や 古ゝいデータ

を用いて説明することにした｡

最近の林業自書1)からみると PNG から丸太輸出は 1,405千m3 でその6割を先進国-,残 りを途上国へ

輸出しているが日本には 801千 m 3 が入 ってお り,PNG 産の57.0%に相当する｡ 日本が PNG にとって

一一番の輸出国であることは続いている｡ 因みにこの数字は日本が輸入した総丸太量 51,812千 m3 の1.6%に

しか過ぎない｡なお,この統計で丸太輸出となっているが,他の殆どの国と同様 PNG で も丸太輸出には

規制を加えている2)ので,実際には加工品 チップとして輸出されていることを注意せねばならないと思わ

れる｡

PNG からの木材積出は港湾施設の整った幾つかの港 (ポートモレスビー,ラエ, ラバウル,ケビエソ,

*バイオマス変換研究分野 (LaboratoryorBiomassConversion)

Keywords:PapuaNew Guinea,Mangrove)PNG WOOD,ResourceofTropICalWood
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第 1図 パプアニューギニアの地図

マダン等)を除けば殆ど沖積みの形であり伐採地に最寄 りの錨地で船積みを行なう｡ 多くの島では リーフ

(珊瑚礁)が張出しているため, リーフの裂目を見付けるのが大変である｡ 一般に 5千～8千m3 積載の貨

物船が多く,通常満船時で 6千 m3 と考えて良い｡従って一般平均 5千 m3 として毎月6隻の配船で,年間

約70隻の総計が35万m3 となり得る｡

pNG の商用樹種としては専門業者によりPNG 材の約30種近くのものが単独樹種 として取引されてお

り,この他に約10種類の樹種が混合材 (白文は赤 ;whitemix,redmix)として加工業者に買取られてい

る｡具体的には第 1表のようになる｡ この表は ｢新しい南洋材｣ (中部木材検量株式会社内,熱帯材研究グ

ループ刊 (非売品))のリス トを拝借したが ○印は単独樹種を,□印は混合材相当材を示している｡ 一般に

業界で喜ばれているのはペンシルシダーであろうか｡

PNG 材の価格について触れると,当時 (1981)日本で販売されている価格は高価なもので 28,800円/m3

(石当り8千円),安価なもので 18,000円/m3 (石当り5千円)位と判断出来,平均22,000円 (石,6千円)

位であろう｡ 然し後述するように18,000円という価格は既に採算割れに達していることに留意しなければな

らず 2万-2万4千円位が採算ラインと考えられた｡

原価計算を略示すると

イ)現場価格 21(K)×310(¥)- 6,150(¥)

ロ)輸出経費 FOB 65(令)×210(¥)-13,650(¥)

船隻他 30(令)×210(¥)- 6,300(¥)

合 計 95(令)×210(¥)-19,950(¥)

(Kは現地通貨単位 :キナ)
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表 1 新しい南洋材樹種 リス ト

① タウソ

② クイラ

(参 エ1)マ

④ NG･ウォー-ルナット

5 メルサワ

⑥ アンべロイ

⑦ ミルキ-パイン

⑧ ラブラ

9 イエロー-- ドウッド

⑲ NG.p-ズウッド

⑪ カメレレ

固 ウォ-メ-ガム

庄司 メイプル

14 リンパガ

回 アグラィ7

⑲ ダイソックス

⑰ レッドシーダー

18 デソックス

⑲ バイテックス

困 クワソドソ

㊧ -ボディア

⑳ アルビジ7 7ァルカタ

⑳ ペソシルシ-ダー

24 マニルカラ,ビティス

⑮ ブランチ ョネラ

圏 クリソフィル ム
27 パ リナ リュ-ム

⑳ ワウ ビーチ

⑳ マラス

30 サ リソサ レ

㊥ アソティアリス

32 ホペア

⑲ バ-スウッド

34 ペナラ-ン

35 メダン

⑳ セルチス

㊥ キャソプノスペルて

38 レンガス

⑳ スボンデアス

園 マンゴ

㊨ カロフィルム

⑫ カナ リユ-ム

⑲ デレニ7

44 ケソパス

45 メソクラン

圃 スチルキコ_リア

47 メライナー

⑲ ベルポッグ

49 NG.オー-ク

50 ションコソ

51 セプター

52 ラミソ

53 ドリアン

54 カタリス

55 ゲロンガン

56 7ムギス

57 ジ:L･_ル トン

58 メソピサ ン

59 へルナ ンティア

@ タ- ミナ リア

㊥ ク- ミナ リアカラマンサナイ

62 メラビ-

63 オークホワイ トチこL-リッフ

64 7ガチス

65 カユチブー

66 ジ′ゾメリア

匝1ピメロデン′ドープソ

k8] フィカス

69 タウンサェット

｢新 しい南洋材｣ より抜拳

この数値に内地堀渡し価格で 2割程度の利潤を入れると上記価格になる｡

現在 (1992)では IK (キナ)が140円程度に変っているため,それに基 く計算と 1ドル130円程度の換算

が必要 となるために上記数値式を換算 しなおすと12,650円になる｡

またこの国の輸出用木材価格については政府当局により最低取引価格が樹種によってランクづけされてい

る (第 2表参照)

第 2表にみるように商用木は 5群に分輝され, それぞれのなかで更に樹種指定の出されているのもある｡

サソダルウッドは 1,500uS･S/tで申請次第 で若干け摘ミあるようであるが最高 の価格をつけ, その他では

クイラ (Kwila)の 175U･S･Sが高 く.各樹種群に対する等級段階 (6段階)に基き価格は下 り,最低 ラン

クで 40U.S.S となっている｡

こゝで等級表示に使われ記号 S･S･P,S･P･1,S･P･2,S･S･1,S･S･2,S･S･3とは順次 SpecialPeeler,Prime

Peeler,StandardPeeler,PrimeSaw Log,StandardSaw Log,Low Saw Logの略である｡

さらに, この国では慣習的に針葉樹,3-ボニー,コルディア (Cordias･p･p･;ムラサキ科)とサソダルウ

ッドは別扱いとな り,次のようなものが便宜的に同群としてラソク付けされているo

針葉樹 Agathis,Araucaria,Dacrydium, Dacrycarpus,Decussocarpus,Phyllocladus,Podo-

carpus,Phyllocladus,PruanopltyS,Libocedrus,Pinus

Ebony BlackEbony,StripedEbony(D2'osかrosferrea)

Cordia KeroseneWood(Cordiasubcordala),Rosewood (Ochromalagopus),BlackBean (Casfa-
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表 2 PNG 材の樹種別輸出最低規制価格

PNG 貿易工業省 (92年2月) 単位 USS/m3 (プレレトン)

S･S･p･Is･p･l 】S･P･2
S.S.1】S.S.2

第 1群

Kwila,Planchonella

PencilCedar

Walnut,Mersawa

Calophyllum

Taum

第 2群

第 3群

5

5

5

0

0

7

2

0

1

0

1

1

1

1

1

5

0

0

5

5

6

2

0

0

9

1

-

1

-1

0

5

LL7
0

0

6

1

9

0

9

=

r:

r:

5

0

0

l.3

5

5

1

9

9

8

1

1

5

5

5

0
0

4

0

8

9

8

1

1

0

0

0

0

5

3

0

8

8

7

1

1

Burckella,Gluta,
Terminalia,
Canarium s･p･p

Amoora,Agalala,
Vitex,WauBeech,
RedCedar,Mangrove,
Cedar,Silkwood,Labula

Basswood,Antiaris,Kamarere,
Hopea)Kempas)Erima

第 4群

第 5群

Malas,
Amberoi,Dillenla,
WaterGum,Celtis,
Campnosperma,Piak,
Satinwood,Dysoxylum,
GaroGaro,WhiteSiris,
Heritiera〉Medar唱〉Cryptocarya)
Camphorwood,Litsea

60 55 50 45 44 43

上記以外の全樹種*

(針葉樹,-ボニー,サンダルウッドは省 く)

nospermumauslrale),Teak(Tectonagrandis)

PNG からの資源となる樹種について P.Eddowes氏の著書3)から取 り出してみると

1. 主要輸出材 (広葉樹) 29種

2. 商用材 (広葉樹) 41/I

3. 少量広葉樹材

4. 針葉樹材

5. 造林樹種

6. その他

合 計

63ク

10//

6ノク

232ノク

381種
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となるが や今後とも未利用樹の利用という観点から眺めると,上記 3.少量広葉樹や 6.その他の232種が

興味ある対象となりうる｡また,このなかには林試 (現森林総合研究所)で調査された約60種に及ぶ樹種の

内容と重複もしてこよう｡

一般的には用材としての性質以外では,樹皮,抽出物,特用林産物等に関しては主要樹種でも末だ不充分

である｡今後とも大いに研究の対象になり得る｡業界で俗にいう未利用樹なる熟語はえてしてフタバガキ科

以外の単板として合板用に剥けない丸太材 ･換言すれば既設のロータリレーサーに適合せぬ樹種をさすこと

があり,PNG のように殆どフタバガキ科樹木を産しない国では大部分がこれに該当する｡然し現実には建

築 ･家具用に使われている有用材も多いのである｡

第 2部 マングローブ

定義と種類

1990年代になり地球環境問題,縁の環境が社会問題化 して くるようになると, さすがにマングローフ

(Mangroves)について理解を深める人達が増してきたが,それでも未だ未だ不充分な知識に留っている人

達が多い｡

厳密な定義は今なお,難しい点を残しているが,大雑把には ｢熱帯から亜熱帯にかけ,海岸や河口の汽水

域地帯にかけて生い茂る一団の常緑低木,高木｣を指し,紅樹林と訳している人もいる｡ この樹木群には多

くの科 ･属にまたがる植物が含まれ,PNG の例では16科19属にまたがる36種を観察し.た例が接'る｡この

M.Percival氏らの結果4)を紹介すると,第 3表のようになり, カタカナの補記は著者の調べた和名を書き

足したものである｡ PNG でも植物の主力は他地方と同じように Rhi7LOPhoraceae,ヒルギ科の樹木である

が,同氏はニッパヤシ (NJPafrulicans)をマングローブに登録している｡ しかし,研究者によってはこの種

の単子葉植物を外している例もある｡ ニッパヤシやサゴヤシがマングローブに登録されるか否かによって,

マングローブ蓄積量は統計的に大きく変るが,著者はこれらのヤシ類も入れて考えるべきと考えている｡

マングローブの分布は世界にまたが り,アフリカ,インド,東南アジア,オセアニア,熱帯アメリカに達

するが,日本では鹿児島県南部を北限として沖縄等にみられる｡ その生育分布が河海の侵食,潮汐,塩水濃

痩,土壌,動物 ･魚類の生態に及ぼす影響は極めて大きく,各国とも慎重に対処するようになってきてい

る｡

PNG ではパブ7湾沿岸のウエス ト州,ガルフ州に多くキコリからグルーにかけては全く海岸線がマング

ローブで埋っているといっても過言ではない｡フライ河では河口から 300km上流までマングロ-ブが茂っ

ているといわれている｡

マングローブの生態について触れると,先述の M.Percivalらの資料によれば PNG ではマングローブ

は珊瑚礁で囲まれたような陰地や風の方向に平行しち海岸線に茂 り,決して強い波や潮流の強い場所では泥

土が按拝されているためか生長しない｡海峡部などでは狭く茂 り,河口デルタ地域では幅広く繁茂 してい

る｡Watson(1928)は潮位との関連で5段階にわけて,それぞれ生育する樹種の特性を指摘している｡ 海

面位の近い方から順に並べると

1. 常に海水に浸る区域 Rhizophoramucronafa

2. 中潮位で冠水する区域 AuiceTmiaspp と Sonneratiasppが生え,R･mucroTlaiaと接している｡

3. 通常の高潮での冠水域,殆どの種類がみられるが,とりわけ Rhizophoraspp,が優勢

4. 番の高潮のみでの冠水域 Bruguieraspp.が優勢で RhiJZOPhoraには乾燥しすぎ,

5. 例外的な高潮での冠水域,B.gJmnOrhiZaが優勢で時々 R.apiculalaが漏るo

マングローブ地域の土壌は水辺から遠ざかるにつれ圃さを増し,塩濃度が下る｡ 粒子の細かい若い土で半

流動性を示し,部分によっては腐植を大量に含んでいる｡ 高塩濃度,高水分,石灰質と硫化水素を含み低酸

素状態が普通である｡鉄化合物を硫化水素が還元し硫化鉄とする為か,土壌は黒く特有の匂いをもつ ｡ カル
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Table3･SpeciesroundinthemangroveswampsorPapuaNew Guinea

1.AcanthusiliclfoliusL.(Acanthaceae)ムラサキ ミズヒイラギ

2. AggialitisannulaiaR.Br.(Plumbaginaceae)イソマツ科

3. Aegicerascorniculatum (L.)Blanck(Myrsinaceae)ツノヤブコウジ

4. AvicemiaalbaBl.(Verbenaceae)ウラジロヒルギダマシ

5･ ', eucaTLyPilfoliaZipp･etMiq･( ,̂ )

6. '̂ marina(Forsk.)Vierh.( '̂ )ヒルギダマシ

7. '' oHl'cinalisL.( '/ )ヒルギダマシ

8･ BruguieracJlindrica(L･)Bl･(Rhizophoraceae)シロバナヒルギ

9. '' exaristataDingHou( 〃 )

10･ ク gymTWrrhiza(L.)Lamk( '7 )ボニガクヒルギ

Il. '̂ hainesiiC.G.Rogers( 〝 )

12･ ', par瑚 ora(Roxb･)Wight& Arn･( I/ )ヒメヒルギ

13. '' sexangula(Lour･)Poir･( ', )

14･ CamptoslemonschuliziiMast.(Bombacaeae)

15･ CerberajlolibundaK･Sch.(Apocynaceae)

16. '/ manghasL.( '' )

17･ Ceriopsdecandra(Roxb.)DingHou(Rhizophoraceae)ミフクラギ

18･ I, lagal(Perr.)C･B･Rob･( ,̂ )コヒルギ

19. q,nomelraramijloraL･(Leguminosae)

20･ Dolichandronespathaceae(L.f･)K･Sch･(Bignoniaceae)ツノノキ

21. ExcoecariaagallochaL.(Euphorbiaceae)サキシマスオウノキ

23. Lumim'tzeralittrea(Jack)Voight(Combretaceae)アカバナヒルギモ ドキ

24. 'y racemosaWilld.( '' )シロバナヒルギモ ドキ

25･ MyristicahollrungiiWarb･(Myristicaceae)

26.NypafruticansWurmb.(Palmae)ニッパヤシ

27. Pemphisacidula∫.R.& G.Forst(Lythraceae)ミズガンピ

28･ RhizophoraapiculataBl･(Rhizophoraceae)フタゴヒルギ

29. '/ mucronataLank.( '̂ )オオバ ヒルギ (マ-ヤマヒルギ)

30･ 'y sIJlosaGriff.( 寸 )

31･ SomeratiaalbaSm･(Sonneriatiaceae)マヤブシキ

32･ 〃 Caseolaris(L.)Engl.( 'y )ホソバマヤブシキ

33･ ', ouataBacker( '' )

34･ XJlocarpusaustralasicusRidl･(Meliaceae)

35･ ', granalum Koenig( '7 )ホウガソヒルギ

36･ '/ moluccensis(Lamk)Roem.( '/ )

シウムほ植物に有害なナ トリウムの濃度を抑えるのに役立っている｡ 概ね Avicenniaspp･と Rhizophora

spp地帯は土壌がアルカリ性を示 し, ニッパヤシの生える地域は徐々に酸性側に pH がおちていくといわ

れる｡

マングロ-ブの根系は呼吸と個体保持に役立っているとみなされるが,併せて樹種識別にも大いに役立つ

とされている｡

1･ 高脚型 (StiltRoots)を示すのが Rhizophorasppの特徴であ り,他にも MJrislicasppや Lumni-

lJCeraSppにみられる｡

2. 単純な呼吸根型 (Pneumatophores)に は AvicenTu'a,Someralia,LumiTu'tzem racemosa,Bruguiera
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があるが水車から直立した根は細い｡一方厚く円錐状に出るのが XJlocarpusmoluccen∫isで Bruguiera,Ce-

riops,Lumnitzeraliltoreaなどでは呼吸根が逆 U字状に屈曲する｡Xylocarpu∫granatumLま板状限を示す特徴

がある｡一般に Rhi,Cophoraの気取は長 く,Auicenniaのそれは短かい｡

マングローブ社会の秩序というか,生態上からみた PNG のそれを例として眺めるなら次の7区分に説

明が可能である｡沖の方から順に並べると

I. Sonlleratia帯 :風と潮から守る役目を果し,水側に S.Caseolaris,陸側に S.albaが生える｡

2. Auicennia帯 .･水側から順に A･marina,A.alba,A.eucalMilfoliaが生える｡

3. Rhizophora帯 :水側に R･mucronaiaが陸側に R･apiculalaが生えるが Acanthu∫,Ceriops,Bruguiera

が混在する｡

4. Bruguiera帯 :B･gymnorrjlyZaはしっか りした地盤に生え,B.cJlindricaは青く固い粘土層に育つ.

XJlocarpusgranaium,Heritieraliuoralis,Excocaria,Ceriopsと混在する｡

5. Ceriopsの群落 :春の大潮をかぶる域に相当LC.lagal,Bruguieraexaristala,A･mariTla,B.gym,10,

XJlocarpusが生えは｡

6. 醒地林 :通常の樹木につながる地域で最も変化に富んだ場所でもあり,Acaciaauriculiformisなどの

見付かる例もある｡

7. ニッパヤシ域 :大潮で冠水するような処でニッパヤシと共に XJlocarpusmoluccensis,Bruguierase-

xangula,Rhizophoraapiculataなどが生えている｡

マングローブの遷移 :当初,Au2'cenniaalbaや SoTITWtiasppが海辺に定着を始めると次いで沖積土の付着

が始まる｡バクテリア,緑藻,硝化菌,硫黄還元菌などの共同作用を うけて次第に土壌層が厚 くなると

Rhizophoramucronataが根付くようになる｡

そうして先住植物が被覆され枯死していく｡

次には R･apiculataや Bruguierasppが生育し,最後に Xylocarpus,Lam,lilzera,FIeriliera属の樹木が

出現するようになる.もし途中で R.mucronataを収燈した りすると次には再び AuicenTliaや Sonnelia段

階に戻 り,そのあとに Rhizophorasp･に移行していく｡従って自然更改を待つには吋成 りの時間を要する｡

マングローブの利用

マングローブの湿地帯は魚類やエビの養殖にとって重要な環境であることが現在では多くの人々に知られ

ており,河川浸食や土砂の堆積の問題にも連鎖するためにマングローブの無計画な伐採は厳につつしまねは

ならない｡一方においてマソグローブと共に生活する住民にとってるこれら樹木を最大限に有効に利用する

ことがベス トである｡ 多年の間に各樹種の特性を活かした利用法はおおむね定着しているように見える｡以

下の用途別に利用される樹種を紹介してみる｡

ニッパヤシは最も有用なマングロ…ブの一つであり,多量に屋根葺に用いられている｡ 日用品の原料と

し,傘,日除け帽子,レインコート,バスケット,袋物,マットにも用いられ,一方で若葉は紙巻タバコ用
に,実軸は矢や燃料に,葉脈を利用して釣糸には使われている｡ 食用としても若芽から採るジェ-スを利用

して砂糖,酢の製造原料に,若い実は食用に,熱巣はボタン等の材料になり,また若芽は薬用にもなる｡

燃料としてほ晋からヒルギ科の樹木が良く使われ, とくに木炭原料 と して Rhizophoraspp.と Ceriops

sppの評価が高く,次で Pemphisspp,Heritieraspp,XJlocarpuSSPPが挙げられるが木炭としてほ晶質が

落ちる｡一方 AviceTmia,Sonneratiasppは全くといって良い程使われていない ｡ Exoecariasppは不快臭を

出すと云われている｡マレ一一シアでは木炭に Excoecaria,RhiJCOPhora,Bruguiera,Cerbera等各種を用いてい

るというが,代表的なのは Rhizophorasppであろう｡

建築用材としてほ Cubiopssp･が最も耐久性に優れているが,RhiヱOPhora,Bruguieraも共に建築用として

住宅に,また枕木,木煉瓦等に用いられる｡Lumnitzeraと Pemphis両属の樹木は耐久性を利用して木橋,
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埠頭,鈍 杭等にも用いられ,とくに前者はフナクイ虫に対する耐久力があるといわれている｡

Heritieraはカヌー,柱,電柱,マストそれにデッキ板に使われ,Excoecariaは小物用に適している｡

Dolichandroneは軽さを活かして魚網の浮きに, フィリッピソでは木靴に使われている｡SoTZTleratiaの根は

コルクやフロート(浮き)に利用されている｡Xylocarpusはマホガニー調の材を提供している｡

タンニン原料 としては昔から Rhizophora樹皮が最良 とされ,次いで Ceriopsと Bruguieraに続 くが

Bruguieraになるとや 性ゝ能が落ちてしまう｡Xylocarpusと Lumnitzera も小規模にはタンニンを採取し

ている｡PNGでは Rhizophoreapiculala,R･mucronataと Brugieragymnorrhizaが主材料であって,樹木

からの樹皮容積収率は20-25%,樹皮の重量収率は15-20%, タンニン量は20-25% (樹皮重量に対し)と

されている｡普通にはチップ状樹皮を連続的に水,温湯で向流抽出し,液を煮詰めて カッチ (cutch)を作

る｡

タンニンの用途にはa.魚網のシブ処理,b.接着剤,C.鞍皮剤をあげることが出来る｡ a.ではナイ

ロン製漁網が出廻るにつれて需要は減少しているが,それでも未だ可成 り利用されている｡ b.ではタンニ

ン･ホルムアルデヒド系接着剤として用いられるが,耐水性の大きい特性がある｡ しかし樹皮タンニンとし

てほ ミモザタンニンが良質で供給も多いために工業的にはもはや競合できない状況である｡ 同様に, C. に

おいても赤皮のなめしに使われていたが需要は落ちている｡

マングローブ製品の生理活性も昔から知られているもので,例えば AcanEhussp.を使って髪の手入れを

行ない,その種子は吹出物の治療に用いられるという｡ 同じように Avicenniasp･の葉も吹出物の治療に用

いられるが,樹皮から得た樹脂は避妊に用いられるといわれる｡Bruguiera の果実は収欽剤として下痢止め

に,ときにはマラリア治療にも用いられる｡Heritieraも下痢,赤痢の際に用いられ,Xylocarpusの樹皮も

また赤痢の治療に役立つという｡その種子油は強壮剤に使われる｡その他,Cerberasp･の種子油は皮膚用

にまた感冒用にも使われ,樹皮は下剤に用いられる｡Someratiaの果実 ･菓 ･花汁は外用 ･内服両用される

価値をもつ｡

一方,ExcoecariaのラテックスとCerberaの果実池は魚毒となり,染料としては Rhizobhora,Ceriops,Xy-

locarpusが役に立っている｡食用果実として Avicennia,Bruguiera,SoTmeratiaをあげることが出来, とく

に Heritieraの果実と魚肉と一緒に食べるとよく合うといわれる｡

マングローブのパルプも既にいろいろ研究されているが Camptostemon,Sonneratia,Excoecaria,Avicennia

の各材はパルプ適木といえるが,比重の大きい Bruguieraや Rhizophoraは強い/ミルプの製造には不適とさ

れている｡

お わ り に

従来のようなフタバガキ科依存の熱帯林産工業の将来が危ぶまれるとき,当然,非フタバガキ科樹木の利

用が対象となり,それらを利用する為に多くの資料を得なければならない｡PNGのそれらは,これからの

研究 ･実験にはオセアニアに存在する国として,植生の異質なことから,新しい場を提供してくれることだ

ろう｡また,PNGの沿岸とくにパプア湾に生い茂るマングローブの活用は,他に資源をもたぬパプア族の

民生にとっても恒常的な仕事として興味のあることである｡ 今後の国際協力-の場として利用したい地域で

はある｡
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